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IVUSカテーテルの通過性の検討 
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【目的】IVUSカテーテルの性能の評価として、画像・操作性などと並び通過性が挙げられる。今回はそのIVUSカテーテルの通

過性について比較検討したので報告する。 

【方法】実験回路にはアクリル樹脂製の正常血管モデルの内腔を3mm、シリコーン製狭窄血管モデルの内腔を1.2mmとし、スト

レート・ストレート狭窄・カーブ・カーブ後狭窄をそれぞれ測定できるように3つの回路を作成した(図1)。 IVUSカテーテル

にはBOSTON Scientific社製 Atlantis SR Pro2・TERUMO社製 View It・Volcano社製 Revolutionを使用した。conventional 

wire・support wireの2種類を使用し、IVUSカテーテルを5mm/secの速度で押したときの荷重を測定した。 

結果・考察は当日報告する。 

 

 




